
スクリプトで操作できる fポイントJや「信号機J

前回はデフォルトの「レイアウト a スクリプ

トJに子を入れて、ビュワー起動時の「スクリプ
トLOGJに、「Helloラ明Torld！」を表示させました。

はこれらの動作について、「イベント・ハ

ンドラ－Jの視点から、もう少し詳しく紹介しま
す。

「Hello,Wo「ld!J表示スクリプト

vrmapi 

議金子 vrmevent(ob~ ， ev ヲ param):
ev＝＝者init' ・ 
γrmapi姐しOG("Hello,world!") 

elif ev ＝口’broadc弓st':
dummy＝工
if ev == 富士fmer': 

dummy= 1 

密lif ev == 'ti me' : 

dummy= 1 
ev口 Z 'after': 

dummy＝工
鐙lifev ＝＝型fγame':

dummy= 1 

elif ev == 'keydown': 

dummy ＝工

「オブジェクト。データjが入っています。

の

る

これには、他のイベントから呼び出される

を除いて、基本的には「自分自身のオブジェ

クトJが入ります。

以下は「データ型Jの一例です。
島動センサー VRMATS 

音源 VRMBell 

地上カメラ VRMCamera 

車踊 VRMCar 

踏切、ホームドア VRMCrossing 

エミッタ VRMEmitter 

レイアウト VRMLayout 

モーションパス VRMMotionPath 

ポイント VRMPoint 

信号 VRMSignal 

スカイドーム、天11柔 VRMSky 

スプライト VRMSprite 

システム VRMSystem 

編成 VRMTrain 

タ ンターフル VRMTurntable 

では、これらの「オブジェクト e

データ」に対して命令を実行することで、

や「ポイント」を操作します。

後述する「イベント登録jもこの「オブジェク

ト・データ」を使います。

料の「スターターキットjには

「ターンテーブルJなどの一部パーツ
ませんが、収録されているパッケ

ることで、利用できるようにな



l同

するための「識別用 文字列jが入ります。

この lev引数」の文字列を「if幽elseJで「条件

分岐JすることでJイベント・トリガー」ごとに
る処理を記述します。

ラメータ

｜数」には、処理に利用するパ

型で格納されています。

同じ「オブジェクトJでも、異なるイベントを
処理すると、111痘jはもちろんのこと、「キ一項目」

も変化します。

＊ 

中のデータを安全に

「キーJと「｛直Jを「スクリプト
を作って、どのタイミングからでも使える

ようにします。

Diet型表示欝数

# di c七型のキーと備を表示
showoic七（param) 
＃慣数の確認
S七γ＿len= s℃r(len 
vrmapi.しOG("
＃キ一、値の表赤
k, v in param困 f七ems():
vrmapi剣LOG〔＂ "+str(k〕＋＂： "+str〔v))

「レイアウト・スクリプトjの

数」は、デフォルトで、ピュワー起勤時

け「initJが呼び出されるようになっています。

それ以外のイベントは

行することで、イベント

るようになります。

＊ 

を

され

デフォルトで登録されているイベントと「各
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オブジェクトJが登録可能なイベントは、「オブ
ジェクトJの種類によって異なります。

たとえばレイアウト白身には以下のイベント

ることができます。

はビュワー開始から指定

るイベント。

は

り返し

するイベント。

「ev引数J lま

から

後に発生するイベント。

「ev引数」の文字列は

1プレーム

「ev引数J

はキーボードのA～

ZとテンキーのO～9キーが押されたときに

するイベント。

る

きます。

「キ－Jは「paramヲ！
きます。

引数jの文字列は

＊ 

部分に

が、“ 押し

から

です。

を

イベントを組み合わせることで特定のイベン

ト後に有効にしたり、「キ－Jを押してから
したりもできます。



』』

以上を踏まえて、以下のサンプルスクリプト

を実行してみましょう。

イベント・サンプル・スクリプト

#LAYOUT 
vrmapi 

vrmevent(obj,ev,param〕：
if ev == 'i ni℃＇： 
＃ピュワー起勤時に一度だけ呼び出し

，しOG(ev十＂： Hello,world！”） 

obj.setEven七Timer(3羽む）
＃ピュワー開始から指定時間後に発生

obj.Se七EventTime(2盤。〉
＃フレームごとに発生

#obj鍾setEventFrame()
巷

showoict(param) 
ev =='broadcast': 
vrmapi.しOG(ev)
ev ＝早野timer事：
vrmapi .LOG(ev十Tr:3秒ごと＂）
# param確認
showoict(param) 
ev == ＇七tme' 
vrmapi.しOG(ev十円：2秒後＂）
＃ 

obj厩Se七EventAfter(2.む〉
ev == 'af七er':
vrmapi.しOG(ev十日：登銀から2秒後＂）
# param確認
showoi c℃（par am) 
ev == 'frame': 
＃表示が無眼に流れるので省略

#vrmapi.しOG〔ev十 H ：工フレームごと＂）
dummy ＝工
ev == ' keydown' : 
str_key = param［習keycode']
vrmapi固しOG(ev十 II: II 十 str_key) 
# param確認
showoict(param) 

# diet型のキーと値を表示
showDict〔param):
＃髄数の確認

str_len = str(len(param)) 
vrmapi認しOG(" param［＂十 str_len十官〕＇）
＃キ一、儀の表示

k, v in param.items(): 
vrmapi. LOG(" " +str(Iく）＋＂： "+str(v)) 

それぞれのイベント実行時に「param引数j

の配列を表示します。

手ド

は、下記のようになります。

fイベント・サンプルJ実行結果

###Startup### 
i ni t：付ello,world! 
param[2] 
eventid:708 
eventtime:o.o 
keydown:A 
param[3] 
eventid:709 
eventtime：工”4412082号99988343
keycode: A 
time:2秒後
param[3] 
eventi d : 711 
eventtime:2.0040875ヲ99984564
time:2調。
timer:3秒ごと
param[3] 
even ti d : 710 
even七七tme:3.004905500005407 
time: 3破。
af投下登録から2秒後
pa ram〔3]
even七td:741 
event七tme:4.00591600000工889
ti mε：；2 .0 
timer:3秒ごと
pa ram〔3]
eventi d : 710 
even℃time:6園008工60工00005625
time:3.0 

1段落盟は「イベント

は「ノfラメータの個数J、3設落田に「パラメー
タのキーと値」を表示しています。

イベントは共通して

が格納されていますが、

の値が格納さ

イベントには fkeycodeiが独自に格納

されることが分かりました。

＊ 

は「レイアウト・オブジェクトj内で「スク

リプト」を編集しましたが、次回から

「オブジェクトjにも「スクリプトj

格的に「ポイントJを切り替えたり

鉄




